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不登校等支援を要する生徒の居場所について 

 

 

 
 
 ➡ 学校には行けるけれど、自分のクラスには入れない時や、少し気持ちを

落ち着かせてリラックスしたいときに利用できる、学校内の空き教室等
を活用した部屋。児童生徒が安心して過ごせる居場所としてそれぞれの
ペースに合わせて相談に乗ったり学習のサポートを行う居場所。 

 ➡ 自分の教室へ居づらくなった児童生徒の他、教育支援センター等から
直接、自分の学級への復帰が難しい児童生徒にとっての居場所にもなる。 

 ➡ コーディネーターが常駐し、サポートルームを運営。 
 ➡ 個別に学習するスペース、小集団での学習、休憩スペース等の環境。 

 

 

 

 

 

 ➡ 不登校など学校に行きづらさを感じている子どもたちの居場所の一つ

として設置。 

 ➡ 一人ひとりの状態に合わせながら、個に応じた学びや少人数での体験

活動などを通して、子どもたちの社会的な自立（自分の意思で物事に取り

組み、必要なときに人に頼れる力をつけていくこと）を目指している。 

 ➡ 室戸市では、室戸市教育支援センター「ふれあい教室」を設置。 

市役所北庁舎２階（室戸小学校西側） 

 

 
 
 
 
 
 ➡ 学級の授業風景や行事の様子をライブもしくは録画により配信したり、

家庭とオンラインでつなぎ、交流や相談したりする支援等の実施 
 ➡ オンライン配信を見ることで、所属学級の様子を知ることができる。 

２ 教育支援センター 

３ 自宅におけるＩＣＴを活用した学習活動 

１ 校内サポートルーム（校内教育支援センター） 


